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瘍組織内の血管内皮細胞に特異的に発現していた。VASH1は、High stage（p =  0.028）, 
High grade（p = 0.003）の症例において有意に高い傾向を認め、MVDと有意に相関して
いた（Spearman相関係数：ρ= 0.636, p<0.001）。生存解析では、5年無増悪生存率は、
VASH1高発現群66.1%、低発現群81.0%で、VASH1高発現群は有意に予後不良であった
（p = 0.017）。 5年癌特異的生存率は、VASH1高発現群 72.8%、低発現群86.5%で、
VASH1高発現群が有意に予後不良であった（p = 0.044）。MVDも同様に評価したが、
VASH1とは異なり、grade（p = 0.578）やstage（p = 0.494）との関連は認めなかった。
また、MVD高値群は低値群と比べて生存解析で5年無増悪生存率、5年癌特異的生存率と
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